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原子力発電所において重大事故が発生した場合、核分裂生成物（FP）が格納容器破損部位から原子炉建屋を

経由して環境へと放出される可能性がある[1]。本研究では、現実的な FP 放出挙動評価手法を構築するため

の基礎試験として実施中の矩形管狭隘流路における FP 沈着効果の試験結果について報告する。 
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1. 緒言 

レベル 2 PRA 評価技術を高度化するため、FP 放

出挙動評価手法の構築に関する基礎研究を始めた。

本研究では、格納容器貫通部等を模擬した狭隘流路

での FP 沈着効果に関する基礎データを取得し、輸

送メカニズムに基づいたエアロゾル移行評価手法

の構築を目指す。本発表では、矩形管における FP 沈

着効果に関する基礎試験の結果について報告する。 

2. 実験装置、実験方法と結果 

図 1 に実験ラインを示す。アトマイザで発生した

模擬 FP のエアロゾル粒子は、窒素ガスと混合され

乾燥エアロゾルとなり、真空ポンプの吸引により試

験体（矩形管）に流入する。試験体を通過したエア

ロゾル粒子は、サンプリングフィルタにより回収さ

れ、窒素ガスは大気に排出される。除染係数（DF）

は、実験ライン中の試験体の有無によって変化する

サンプリングフィルタで回収されたエアロゾル粒子の質量に加えて、エアロゾルスペクトロメーター（PALAS

社製 Welas digital 2000）から得られた粒度分布の累積重量値の変化からも求めた。本試験では、サイズの異な

る 4 種類の矩形試験体を用いて粒子サイズ及び窒素ガス流量が DF に与える効果を評価した。図 2 に、粒径

1.0 µm のシリカ粒子を用いて窒素ガス流量 3.0 L/min の条件で得られた流路サイズ効果試験結果の一例を示

す。何れの測定方法においても、流路サイズが小さくなるにつれて DF が大きくなる傾向を示す結果が得ら

れた。本試験は、FP 沈着効果のメカニズム解明のための基礎研究であり、得られた DF 値は事故評価へ直接

適用できるものではなく、今後、実機条件を考慮した検討が必要となる。 
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図 1 実験ライン 

 
図 2 流路サイズ効果試験結果一例 
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